
・とよたイノベーションセンター 
・中小企業活性化協議会
・一般社団法人　中部産業連盟（ミカタプロジェクト）
・認定経営革新等支援機関
※本部専門部署 ： 経営支援部
 （人員体制 13名 うち中小企業診断士7名）

●各種補助金申請、計画策定支援
・省力化投資補助金
・ものづくり補助金
・デジタル化・AI導入補助金
・省エネ・非化石転換補助金
・先端設備等導入計画

●「愛知モデル」への参加
　愛知プロフェッショナル人材戦略拠点事業「愛知モデ
ル」に参加して、人材マッチング支援に取組んでおります。
●外部機関との連携支援
　外部専門機関と連携して、中小企業の多様な人材ニー
ズ支援を行っております。

外部機関と業務提携、お客様の脱炭素経営を支援しております。
・三井住友海上火災保険（株）・MS＆ADインターリスク総研（株）
・e-dash（株）

　当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨
や内容を十分に踏まえ、お客様からお借入れや保証債務
整理の相談を受けた際に真摯に対応するための態勢を整
備しています。また、経営者保証の必要性については、お客
様との丁寧な対話により、法人と経営者の関係性や財務
状況等の状況を把握し、同ガイドラインの記載内容を踏ま
えて十分に検討するなど、適切な対応に努めています。
　なお、2025年度に当金庫において、新規に無保証で融
資をした件数は1,669件、新規融資に占める経営者保証
に依存しない融資の割合は39.75%、保証契約を解除した
件数は61件です。

●創業・新事業支援
　全営業店に「創業・新事業相談窓口」を設置し、本部専
門部署（経営支援部）と連携しながら創業・新事業の相談
に迅速に対応できる態勢を整備しております。
●「創業塾」の開催
　創業支援の取組として、創業を志す方が必要な知識・ノ
ウハウを修得していただけるよう開催いたしました。
豊田市、豊田商工会議所（共同開催）
みよし市、みよし商工会（共同開催）
●産学連携による新事業創出支援
　とよたイノベーションセンター（ものづくりの支援拠点）との連携支援

●愛知ビジネスポータルサイト
　愛知県内の商工会議所、信用金庫と連携して運営しております。
　加盟企業のSEO対策（検索サイトにおける上位表示）、
マッチング支援を行っております。
●しんきんコネクト
　全国の信用金庫ネットワークを活用したビジネスマッチング

●中小企業庁「M＆A支援機関登録制度」への登録
　中小企業庁が策定した「中小M＆Aガイドライン」を遵守
し、M＆A支援業務を通じて、地域の中小事業者の皆様が
抱える事業承継の課題解決および成長戦略をサポートす
る態勢を整備しております。
●外部専門機関との連携支援
　外部専門機関と連携してM＆Aの相談に対応できる態
勢を整備しております。
・愛知県事業承継・引継ぎ支援センター
・信金キャピタル（株）
・名南M＆A（株）　他

●全営業店に「事業承継相談窓口」の設置並びに「相談窓
口マニュアル」を制定
　すべての営業店で事業承継相談の一次対応ができる
態勢を整備しております。
　二次対応として、本部専門部署と外部機関との連携による自社
株評価、相続税額の試算、株主対策等の支援を実施しております。

●とよた事業承継プラットフォームの設置
　当金庫は豊田市、豊田商工会議所と共同で「とよた事
業承継プラットフォーム」を開設しております。
　各機関が持つノウハウやサービスを提供する相談窓口として、地
元中小企業者の事業承継問題に対する支援を実施しております。
●あいち事業承継ネットワークへの参画
　県内の経済団体、金融機関、士業等関係団体がネット
ワークを構築し、中小企業の事業承継に係る現状把握及
び専門家派遣等の支援を実施しております。

●外部機関活用による支援
経営課題の改善に向けて、外部機関・外部専門家とも連
携し、事業計画の作成、分析、フォロー等、事業再生支援
にも取組んでおります。

　とよしんは、自己責任原則にもとづく内部統制システムの充実
を主要経営課題と位置づけ、法令等遵守及びリスク管理等の
内部管理体制の構築を進めています。

3.地域密着型金融の取組みについて

　当金庫は、地域の皆様にお役に立つコミュニティ・バンクを目
指し、“貢献”“健全”“幸福”を経営理念として、地域にあって地域
とともに歩んでまいります。

1.経営理念

とよしんでは、お客様が安心してお取引いただけるよう「堅実経営」「健全経営」を行っております。

■自己資本比率 ■収益状況

■内部留保

■内部管理体制■預金残高

■不良債権比率

　当金庫では、ビジョンとする「地域ナンバーワン金融機関」を目指し、「地域密着型金融推進計画」を策定し、各種項目について積

極的に取組みました。

　信用金庫を取り巻く経営環境は、間接金融から直接金融への
流れ、グローバリゼーションやIT化の進展、他業態からの金融業
界への参入など、大きな変化にさらされています。
　こうした環境下において、これまでの経営モデルを見直し、業
務の広範囲において新しい取組みを始めることが必要となってま
いりました。今後も創意工夫をこらし、お客様のニーズにお応えす
るとともに、地域貢献活動やコンプライアンス・CS活動を徹底し、
地域ナンバーワン金融機関を目指してまいります。

2.目指す姿：地域ナンバーワン金融機関

1.創業・新事業支援

2.ビジネスマッチング

3.M＆A支援

4.事業承継支援

5.経営改善・事業再生支援

　とよしんの自己資本比率は、10.23％と国内基準の4％、国際
基準の8％を大きく上まわることができました。

　投資効率改善を目的としてロークーポン債券のロスカットを行
い、国債等債券売却損28億円を計上した影響で業務純益は1
億円となりましたが、経常利益は31億円、当期純利益は23億円
を確保しており、金庫の収益性に特段の懸念はございません。

　とよしんの財産である会員勘定（出資金、特別積立金等）は、
859億円と前年度比22億円プラスとなり、より内部留保を充実
することができました。

　とよしんの預金残高は、1兆8,482億円（前年度比390億円マ
イナス）となりました。公金預金の減少により預金残高は減少して
おりますが、「お客さまの信頼のバロメーター」である個人・法人の
お客様からの一般預金は540億円増加しており、安定した預金
基盤を維持しております。

●信用金庫法開示債権（リスク管理債権）及び金融再生法に
基づく開示債権比率
　（総与信に対する不良債権比率）
　不良債権比率は、2.72％と前年度比0.21ポイント低下しまし
た。

当金庫が取組む地域活性化のポイント
（1）取引先の経営課題の把握を起点にライフサイクルに応じた

本業支援を通じて企業価値向上を後押しします。

（2）地域住民や事業者の抱える課題解決に向けて自治体、社会
福祉協議会、警察その他関係機関と連携し、相談、情報提
供等の支援事業に取組みます。

（3）海外ビジネスへのサポートを通じて、お客様のビジネスチャン
スの獲得・拡大を国内外関係当局、支援機関、海外現地銀
行、海外工業団地等と密接に連携し支援します。
　①進出国・地域の情報提供
　②現地銀行口座の開設支援
　③海外ビジネスマッチング支援
　④海外ビジネス関連情報メール配信サービス
　⑤現地での資金調達支援
　⑥本邦と海外との輸出入取引等の販路拡大、具体的な

輸出入手続等のお手伝いをいたします。

6.中小企業施策支援

7.人材に関するマッチング支援

8.CN（カーボンニュートラル）支援

9.「経営者保証に関するガイドライン」への取組み
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とよしんの健全度

地域密着型金融の取組みについて




